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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  恵那高等学校 学校運営協議会  （第２回） 

 

２ 開催日時  令和５年１１月１０日（金） １３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  恵那高等学校 会議室 

 

４ 参 加 者  会  長  伊藤 勝彦     恵那市議会議員 元恵那東中学校長 

                副 会 長    鎌田  基予子    元恵那市教育委員  

本校100周年記念事業副実行委員長                       

                委  員    秋山 浩司   東海神栄電子工業代表取締役社長 

阿部 伸一郎  本校同窓会長 セントラル建設(株)社長 

新井 麻美   恵那くらしビジネスサポートセンター 

岡田 庄二   恵那市教育長 （欠席） 

              西尾 英憲   恵那市立恵那東中学校長 

              西山 陽祐   ＰＴＡ会長 

蜂谷 明子   蜂谷医院医師 

本多 京子   本校卒業生 

                                                                 

              学 校 側    森岡 孝文     校長 

                         酒井 里美     事務部長 

髙橋 廣和     教頭 

                            粥川 責也   教務主任 

渡瀬 佳吾   生徒指導主事 

林  正幹   進路指導主事 

石原 泰三   保健主事 

工藤 志栄   探究企画部長 

佐々木 俊哉  探究理数科部長 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１）令和５年度学校評価アンケート結果について（以下各部より説明） 

①全体を通して（教頭）②教務部③生徒指導部④進路指導部⑤保健厚生部⑥探究企画部 

⑦探究理数科部 

意見１：様々な機会をとらえて学校を見学して、生徒の成長や研究を教職員が支えている姿

を目にしてきた。また理数科の課題研究では、他校にはないような実験道具や施設

を利用して研究が進められていることに感心した。そのことを生徒は当たり前だと

感じているかもしれないが、ぜひ自覚してほしい。そうすれば、生徒アンケートの

「37学校全体で取り組んでいる普通科「総合学習（探究）」、理数科「ＳＳＨ」
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は着実に成果を上げている」のＥ評価「わからない」は減少するのではないか。 

意見２：生徒アンケートの「37学校全体で取り組んでいる普通科「総合学習（探究）」、

理数科「ＳＳＨ」は着実に成果を上げている」のＥ評価「わからない」について、

普通科の生き方我が道や理数科の課題研究で、他校や他学年の評価があれば、自己

評価が向上すると考えるが、そのような機会はあるか。 

⇒普通科生き方我が道ではゼミ内発表して、代表が決まる、そこで他者評価はされている

が、機会としては少ないかもしれない。 

⇒理数科課題研究もグループ内発表で代表が決まる。また、課題研究について他学年との交

流を行い、その中で上級生が下級生の質問に答えたり、研究について助言したりする中

で、自分たちの成長を感じている生徒がいる。来週１１月１５日に「岐阜県合同課題研究

発表会」が行われ、県内他校と交流する予定である。 

意見３：保護者として学校評価アンケートに回答したが、学校の取組みが見えていない保護

者がＥ評価「わからない」と答えているのではないか。学校の取組がもっと見える

ようにする必要がある。 

意見４：アンケートの質問について、もう少しわかりやすく、評価しやすい表現にしてはど

うか。例えば「成果を上げている」という表現では何をもって成果なのかはわから

ない。「学習する意欲につながっている」とすれば評価しやすい。 

意見５：普通科の生き方我が道発表会、理数科の課題研究発表会、先日の学校公開日につい

ては、保護者に案内はしているか。 

⇒案内文書を生徒をとおして配布しています。 

意見６：発表会や学校祭、授業見学をしたが、生徒の学ぶ意欲を向上させる取組ができてい

ると感じた。 

（２）学校の施設設備について 

   ①花の木会館（同窓会館）学習室の利用状況について報告 

意見１：生徒の学習環境の整備を同窓会とＰＴＡの支援でできていることはすばらしい。 

②第１棟校舎のトイレについて 

意見２：職員来客用トイレにまだ和式トイレが残っているのはどうしてか。利用されている 

のか。生徒トイレには和式トイレは残っているのか。 

また第２棟の生徒トイレも含め、洋式トイレは温水洗浄便座（いわゆるウオシュレ 

ット）になっているか。 

⇒第１棟の建設段階で和式トイレが作られていた。その経緯は不明です。利用されているか 

も不明です。また来賓職員用生徒用トイレ共に１つの温水洗浄便座が取り付けられていま 

す。 

意見３：世間では和式トイレはではなく洋式トイレ、温水洗浄便座が一般的である。学校運 

営協議会として改修が必要であると考える。 

 

６ 会議のまとめ 

  ・学校運営協議会での検討事項を着実に学校運営に生かしていく。 

  ・学校評価アンケートの質問については評価しやすいよう、来年度に向けて文面を検討する。

・学校の取組を保護者に伝わるように見えるように、保護者が学校を知る機会を増やす方策を 

検討する。 

  ・第１棟和式トイレの改修、温水洗浄便座への改修については、学校運営協議会からの意見を

岐阜県教育委員会に申し出る。 


